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＜連絡事項＞
・特記事項無し。

＜入室状況＞
【入院】
・河又　京子様～東A10号室に医療保護入院となる。

【退院】
・ドースイ美弥様～東A10号室より自宅へ退院となる。

【転出】
・石戸谷　愛子様～東B1号室から西A42号室に転出となる。
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【ユニット移動】
・飯田　修子様～B1号室からA16号室へ移動。

・佐々木　理香様～A16号室からB1号室へ移動。
・杉本　榮様～B3号室からC4号室へ移動。

【部屋移動】
・和田　純弥様～A8号室からA10号室へ移動。

・河又　京子様～A10号室からA1号室へ移動。

＜患者様連絡事項＞
・河津　繫吉様～採血結果レッドのため、数値改善するまで明日より毎日採血指示あり。

・山下　佳奈様～明日よりロドピン75㎎→25㎎へ減量、西病棟の個室へ転出許可あり、面談設定するよう指示あり。

・ドースイ美弥様～本日退院許可あり。次回外来日11/17（金）11：30予約。

・林　美智子様～臨時薬リスパダール内用液0.5㎎→1mgへ増量、他同内容で7日分処方。

・下浅　光敬様～臨時薬レボトミン50㎎→25㎎へ減量、他同内容で7日分処方。

・若沢　理子様～臨時薬レボトミン50㎎→25㎎へ減量、他同内容で7日分処方。

・山下　佳奈様～明日よりロドピン75㎎→25㎎へ減量、西病棟の個室に転出許可あり、家族との面談設定指示あり。

・江渡　保子様～臨時薬炭酸リチウム300㎎→400㎎へ増量し7日分処方。

・橋本　キヨエ様～臨時薬11/9～メマンチン15㎎→10㎎へ減量、ドネペジル塩酸塩6日分追加処方、他同内容で7日分処方あり。

・袴田　将志様～11/8より8時～16時開放観察指示あり。

・中村　徳子様～CK1230と緊急値あり。本日ラクテック500ml2本、明日から11/13までラクテック500ml3本処方。11/8、11/10、11/13採血指示あり。

・巴　大様～帰宅欲求、不穏さあり。臨時薬レボトミン錠、バルプロ酸追加処方。IFオーダーで興奮時ジプレキサ10㎎1V筋注指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施午前中は自室から出て来ず、静穏に過ごされるも、午後の開放中は徘徊や他室入室あり、スタッフ付き添いする。介入時に大声聞かれ、早めに開放観察終了する。
引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。	

・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後3時間の開放観察実施。他患交流あるがトラブルなし。静穏に過ごされる。妄想言動なく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前・午後3時間の開放観察実施。不穏さ無く過ごされるもケアに依存的。また確認行為も頻回にみられ、都度説明する。粗暴さや大声聞かれず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院患者様情報＞
時　　間：令和5年11月7日　13：32
　氏　　名：河又　京子様
　生年月日：昭和24年3月21日（74歳）
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット10号室
　
　＜経過＞
現在シニアガーデン長苗代入所中。元々は独居生活を送っていた。
　子はなく、市内に姉、仙台市に姪が住んでおり、姪がキーパーソン。
　　以前から認知症のような症状があり、夫も同様に認知症が疑われて
　いたが、なんとか自宅での生活を送っていた。R5年4月から、高齢者
　支援センターはくじゅが関りを開始。当時から現ケアマネが対応して
　おり、R5年7月に夫が急死。以前から徘徊があったが、夫がいなくな
　った事で夏の間も外を徘徊するようになり真っ黒に日焼けしていた。
　独居生活も難しくなった為、至急入所できる施設を探していたが、本
　人がコロナウィルスのワクチンを1回も接種していないことが要因で
　入所が進まず。その間にも実家に帰る・両親に会うために外出するが
　たどり着けずコンビニで保護される事や、姉宅に行こうとするもたど
　り着けず警察に保護される、等の様子が見られていた。姉・姪が本人
　へ連絡を入れ、日常生活上の注意などをするも覚えていることが出来ず。
　3日に1回のペースで姉が訪問しなんとか生活していたが、姉の対応も限
　界であり、R5年10月25日にシニアガーデン長苗代に入居。入居当日から、
　夜間の徘徊、頻回な来詰、「夫に言わないで来たから、言いに行かなくち
　ゃ」等と話し外に出ようとする等があり、スタッフが対応すると納得せず
　強い口調となるなど、不穏さが強く施設で対応が出来ないとの話あり。
　今までに認知症の鑑別診断を受けた事無く、今現在通院している病院もな
　い状況。鑑別診断、専門治療、環境調整目的にて本日医療保護入院となる。

